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このガイドブックの食事編では、先ず「基礎編」を設け、食
事療法における指標としての体重の意義、体重や減量に対する
考え方、食事のあり方、食習慣そして生体リズムとのかかわり
などの質問を取り上げます。次いで、「応用編」でエネルギー
量や栄養素の配分などに関わる質問に答える予定です。

先ずはこの基礎編を通して、応用編を活用するうえで欠かせ
ないノウハウを身につけて下さい。

はじめに Q＆A①

今回、基礎編を取り入れた理由は、食事の摂り方や減量方法
などに誤解があると、栄養素の配分やエネルギー摂取などを適
正にしても、治療は破綻し失敗するからです。

摂取エネルギーや栄養素の配分といった栄養指導は、食材や
料理そのものを取り扱っているように思い込みがちです。しか
し治療の実態は、摂取量 △△kcal、栄養素X 〇〇gといったよ
うに、実際の食生活ではなく数値（実態のない抽象概念）重視
になりかねません。自覚症状に乏しい肥満症患者にとってこれ
ほど実感がわき難く、煩雑でしかも身に付かない治療はありま
せん。

このようなトラブルを避けるには、体重や減量に対する誤っ
た認識の是正、食事のあり方、食を含む環境要因の対応、食習
慣そして生体リズムとの関わり方など、食事療法の基盤とも言
えるこの種の要因を見極め、その障害をなんとしても前もって
取り除いておくことが必要なのです。

このガイドブックではなぜ基礎編を設けて
いるのですか？

摂取量 ▲▲kcal
栄養素X ●●g


